
 

今回の読み物について 

ジョイスはアメリカメジャーリーグの審判員で，２０１０年「世紀の誤審」をおかした審

判としてファンの間では有名な人物です。完全試合目前の９回裏２アウトの場面でジョイス

がくだした判定はセーフでした。監督が抗議し，観客からブーイングが起こっても判定を変

えることはなく，投手ガララーガの完全試合という夢は成し遂げられませんでした。 

しかし，試合後のリプレイを見たジョイスは明らかなミスジャッジであることを認め，す

ぐにガララーガに謝罪します。ガララーガはそれを受け入れ「誰にだって間違いはある。彼

の方がつらいはず」という言葉を残します。翌日の試合で球審として現れたジョイスとガラ

ラーガは固い握手を交わしました。誤審をしたジョイスは圧倒的な悪者でしたが，あとに，

自ら過ちを素直に認めたジョイスの潔さにも目が向けられるようになり，ジョイスは大リー

グの現役選手が選ぶ No.1 審判員に選ばれたのでした。 

今日の授業で学んだこと，考えたこと？（一部ですが，みんなの考えを紹介します・・・） 

♨ 失敗することはあるが，失敗した後に何をする

かが重要だと思った。自分はジョイス審判みた

いにはなれないかもしれないと思った。あんな

勇敢には・・・。 

♨ 自分の完全試合を止められた人を，寛大な心で

受け止めるガララーガ投手もすごいが，球審と

しての責務を全うしたジョイスをもっとすご

いと思った。失敗してもあの場に立ったジョイ

スを尊敬したい。 

♨ 私は１回大きなミスをしたことがあります。中

学１年生の総体で，審判をうまくできずグダグ

ダしてしまいました。私はそのとき逃げてし

まったけど，ジョイス審判は逃げませんでし

た。だから，人としてジョイス審判を尊敬し

ます。 
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宿泊学習思い出すね 

「失敗した後にどのような行動ができるか」，

「人として恥ずかしくない生き方をしているか」

ジョイスとガララーガの姿から考えさせられま

す。やっぱりスポーツって素晴らしいですね。 



来年度から中学校の道徳は教科になるそうです・・・ 

学友会 K-1 グランプリ （挨拶を通して「気づきの eye」を育てよう）・実力テスト・旅行記作成 
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